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総体へのご協力ありがとうございました 

市総体・中央地区総体が終了しました。昨年度はさまざまな制限の中で開催されましたが、本年度は制限が徐々に緩

和される中での開催となりました。３年生にとっては部活動の集大成とも言える総体。出場する一人一人がそれぞれの

思いをもって臨んだことと思います。市・中央と勝ち進んで県大会へ出場する選手・チームの皆さん、更なる活躍を期

待します。是非、関東・全国への切符を掴んでください。一方で、残念ながら、敗戦・引退をすることになってしまっ

た３年生は、とても残念ですし、悔しい思いがあると思います。しかし、今までの努力・経験は何事にも代えがたいも

のであり、これから生活していく上で大きな糧となることでしょう。次の目標に向かって、邁進していってほしいです

。本当にお疲れ様でした。また、我々教職員も、この４ヶ月間さまざまな場面で、多くの生徒から喜びをもらい感謝の

気持ちでいっぱいです。一人一人が充実感や達成感を味わい、成長した自分を誇らしく感じながら、清々しい気持ちで

夏休みを迎えられたらうれしいです。 

“夏休みに向けて計画と準備を” ～夏休みを有意義に過ごすために～ 

前期の反省をもとに実行可能な計画を立て、それぞれの目標実現のために努力し、充実した夏休みにしてほしいと願

います。反省するときに大切なのは、さまざまな視点から振り返ることです。学習面においては、自主的に学習ができ

たか、真剣な態度で集中して授業に臨むことができていたか、各教科の提出物は期限を守ることができたかなどです。

生活面においては、学校のきまりを守ることはできたか、当番活動や係・委員会活動を積極的に行えたか、登下校の安

全に関するルールを理解し守れているかなどです。その他にも部活動、友人関係、家庭での生活などの視点があります

。目標や課題・改善点を明確にし、さらなる成長に向けた計画づくりに取り組んでみましょう。 

さて、夏休みは楽しいものですが、３年生にとっては、受験に向けてとても大切な期間です。「夏を制する者が受験

を制する」とよく言われます。本気で受験勉強に取り組みましょう。２年生は、部活動でチームの中心となって活動す

る役割を担います。大きく成長するチャンスです。１年生は、中学生として初めての夏休みを迎えます。先輩を見習っ

て・失敗を恐れず、何事にも前向きにチャレンジし、心美しき・心強き二中生をめざしましょう。 

 保護者の皆様には、あらゆる面でご支援・ご協力をいただき、誠にありがとうございました。夏休み期間、さらには

夏休み明け以降と、引き続きよろしくお願いいたします。 

 

７月のスクールカウンセラーの予定 

 本校のスクールカウンセラー川上典子先生の７月の来校予定は１３日（水）のみとなります。予約時間帯や予

約の流れについて、改めて記載しますので参考にしてください。 

 ◎相談時間は１時間がめやすです。 

  ① ９：３５ ～ １０：２５ 

  ②１０：３５ ～ １１：２５ 

  ③１１：３５ ～ １２：２５ 

  ④１３：４０ ～ １４：３０ 

  ⑤１４：４０ ～ １５：３０ 

  ⑥１５：５０ ～ １６：４０ 

  ⑦１６：５０ ～ １７：４０ 

  ※生徒の皆さんは授業時間中ですが、カウンセリングの予約を入れることができます。 

  ※保護者の方がカウンセリングを受ける場合、来校者名簿に記入していただいた後に 

   直接相談室へ来室してくださって結構です。保護者のネームカードをお忘れなくお願いします。 

 

この時間帯から、自分の都合に合う時間を選んで予約を入れてく

ださい。予約方法からカウンセリングの流れは以下の通りです。 

① 生徒指導主事、担任、顧問など、話しやすい先生に連絡 

② 時間帯の調整をして予約完了 

③ 勝田二中 ２号館（２年生の教室のある棟）１階の相談室 

  でカウンセリング 

④ ２回目以降の予約は、カウンセリングの後で、川上先生とそ

の場で直接やりとりしていただけます。その場合は学校への

連絡不要です。 



【ＳＮＳ利用について】 
スマホやケータイ、パソコンのインターネット技術は、コミュニケーションを豊かにするだけでな

く、日常生活やビジネスをはじめ教育、通信、行政、医療、福祉等、様々な分野で役立つ便利なもの

です。とても便利ですが、犯罪や大きなトラブルにつながる一面もあります。本校でも、折にふれＳ

ＮＳの利用について話題にしてきました。 

情報化の「影」である危険性を、ネットを利用する子供たちと共に、我々大人たちも真剣に考えて

いかなければならないと思います。 

 

 

１．メールの特性を理解しましょう 

   相手がすぐに返信できない状況にいる場合があります。返信を強要する事で関係が悪くなるこ 

ともあります。文字だけでは、本当の気持ちを相手にうまく伝えられないこともあります。また、

何気ない書き込みが、思わぬ事態を招き、犯罪につながることもあります。 

 

２．インターネットは「自己責任」の世界です 

    インターネットを利用した結果起こった事柄については、中学生であっても大人と同じ責任が

発生する場合があります。ネットショッピングやオークション、サイトへの書き込み、各種会員

登録など、大人と同等の責任・自覚が必要となります。後から「軽い気持ちでした。」「知りま

せんでした。」は通用しないことが多いのです。 

 

３．様々な法律やガイドラインを学習しましょう 

  「知らなかった」では済まされない法律やガイドラインがあります。携帯端末の普及にともな 

い、それらは年々変化しています。コミュニケーションアプリを利用しての誹謗中傷（ひぼうち 

ゅうしょう）は、刑法の名誉毀損（めいよきそん）罪や、侮辱（ぶじょく）罪等に問われること 

もあります。 

 

４．ネット社会での匿名性は「幻想」です 

  ネット社会は、実名を直接出さなくて済む分、気持ちが大きくなって、普段言えないことも書 

き込んでもいいような、ある種独特な雰囲気を感じてしまいがちです。でもその匿名性は「見か 

け」だけ。メールや掲示板に書き込んだ内容は、誰が発信したか特定することができます。書い 

た後に「マズイ」と思い、会員を脱会したり、アドレスを新しくしても時すでに遅しなのです。 

 

 

◎ 携帯端末は便利な道具ですが、一歩間違えると犯罪や相手を傷つけることにつ

ながる危険な道具になってしまいます。使用に際しては 、用途・時間・場所等

を考えて利用する「自己管理能力・自己責任・正しいマナー」が必要です。ご家

庭でもご指導よろしくお願いいたします。 

 


